
手探りで彼らと向き合った日々
―― �大平さんがこの活動を始められたきっ

かけは？
　私がこの活動を始めたのは本当に偶然で
した。studio FLATは、川崎市幸区にある「セ
ルプきたかせ」という障がい者施設で絵画
活動を行っているのですが、この施設が10
年前にオープンした当時の施設長から「オラ
ンダのある施設で行われている、障がいの
ある人たちのための活動と同じようなことを
やりたいので、絵の指導に来ないか」とお話
をいただいたのがきっかけです。
　ただ、私はこれまでに障がいのある人の
アート活動に経験がなかったので、最初は何
をしたら良いのか全く分からず悩みました。
　正直もうやめようと思いながらも、色んな
施設を見学し、そこで指導している先生に彼
らの作品を見てもらって相談したのですが、

「そんなに悩む必要ないですよ。彼らに寄り
添ってやっているのがこの作品から伝わって
くるから、そのまま続けてみたらどうですか」

という言葉をいただきまし
た。ダウン症の方のための
絵画教室の先生にも似た
ようなことを言ってもらい、
励まされ、続けてみようと
思ったんです。
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　川崎市では、東京2020オリンピック・パラリンピックを契機に、障がいの有無に関係ない共生社会を目指す「かわさきパラムーブメント」
を展開しています。
　川崎市文化財団ではその取り組みの一つとして、障がいのあるなしに関わらず、作品の魅力をダイレクトに感じてもらう展覧会を、11月
15日から15日間に亘って開催します。
　未来へつながる才能の育成と発掘を目的として、障がい者福祉サービス事業所「セルプきたかせ」で行われる絵画活動を通して立ち
上がったstudio FLAT（スタジオフラット）で活躍するアーティストや市内特別支援学校の生徒の作品を展示する、この展覧会。
　作品制作の指導にあたる大平暁さんに、展覧会の見どころと障がいのある人たちのアート活動への思いについてお話をうかがいました。

FLAT展かわさき
アートが人をつなぐ 

原点となった出会い
―― �指導した方との印象的なエピソードが

あればお聞かせください。
　指導を始めたばかりのころ、自閉症の下
川慧祐さんという方が描いた下絵に私がペ
ンを入れていく作業をしていました。でも彼
は神経質で、少しでも線がずれると私が3時
間位かけて苦労して描いた作品も全部修正
ペンで消してしまいます。そんな日々が続き、
本当にこれでいいのかと悩んでいたある日、
私が怪我をしたら、彼が絆創膏を持ってきて
くれました。その時、知らないうちに彼と心が
通じていたんだと気づきました。
　次第に彼から信頼が得られるようになり、
私が頼むと絵を描いてくれるようになりまし
た。しかも出来上がった作品は完成度がと
ても高く、彼をプロデュースしたい気持ちが
高まり、アトリエにも活気が出てきた矢先、彼
が持病のてんかんの発作で亡くなってしまい
ました。21歳でした。「もっと早く、彼の作品
を発表するために頑張れば良かった」という
大きな後悔が残りました。
　最初は余暇支援として数人から始まった
アトリエでしたが、どんどん人数が増え、作
品のクオリティが上がってアーティストが生ま
れ、今の活動へとつながっていきました。私
は、あの時の下川さんに鍛えてもらったおか

げだと思っています。彼が待つこと、寄り添う
ことが大事だと教えてくれました。今回の展
覧会でも、特別な感謝を込めて下川さんの
作品を発表したいと考えています。

個性豊かな作家たち
―― �studio FLATのアーティストたちにつ

いてお聞かせください。
　絵画教室で習っていたという方も数人い
ますが、基本的に余暇としての作品制作とい
う形で集まってきた方がほとんどです。エイブ
ルアート・カンパニー（障がいのある人のアー
トをデザインを通して社会に発信する組織）
にも登録されている、清井了支さん、半澤真
人さん、平田貴子さん、宮本憲史朗さん、この
4人はアーティストとして現在活躍しています。
　清井さんや宮本さんは、特別絵が好き
だったわけではなく、アトリエの活動の中で
成長してくれて、それが今やstudio FLATの
看板になっているのでとても嬉しいですね。
平田さんの作品は中央が白いのですが、彼
女は身体的にも障がいがあるので、手が届
かない部分は色が塗れません。でも、真ん中
が空いているのが直感として絶対かっこよく
なると思うので、そこは空けておきましょうと
指導しています。
　これから注目の作家も沢山います。文字
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